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 新型コロナウイルス感染症から市民の命と暮らしを守るための緊急要望 

 

新型コロナウイルス感染症対策に全庁をあげて全力で取り組まれていること

に敬意を表します。 

さて、国内では２月１日、新たに８万１６７８人の新型コロナウイルス感染

者が確認され、東京都でも１万４４４５人の感染が確認されました。感染は全世

代に広がり、特に感染した人が他の人に感染させる時間（世代時間）が短いとい

う特徴がある「オミクロン株」は、市民の健康と社会生活全般に大きな影響をも

たらしています。 

 また、学校・教育施設や保育所（園）など子ども関連の施設で感染が急拡大し、

学級、学年閉鎖や登所（園）自粛要請などが行われています。 

 このような状況を踏まえて日本共産党府中市議団は、市民の命と健康を守り、

中小事業者の生業を守るために、市として以下の対応を緊急に実施するように

求めるものです。 

 

記 

 

１）医療機関などへの支援体制強化について 

① 市独自の市内医療機関への支援を、市医師会と連携し実施すること。 

② 保健所の抜本的な体制強化を直ちに行うように、東京都に求めること。 

③ やむを得ず自宅療養となる感染者に対して、市医師会の協力も得て、医師、

看護師による管理・往診体制を強化すること。また、食糧支援体制につい

ても維持強化すること。 

 

２）３回目のワクチン接種について 

① 基礎疾患のある市民や妊産婦３回目ワクチン接種を前倒しし、迅速に行う

こと。 

② 教員やケア労働の現場で働く職員ついても３回目のワクチン接種を前倒

しで行い、優先接種の対象に加えること。 

③ 自衛隊による大規模接種会場や職域接種などで２回接種済みにも関わら

ず、その接種情報がワクチン接種記録システム・ＶＲＳに記録されていな



い場合がある。このような人にも３回目の接種案内が滞りなく行われるよ

うに対応すること。 

 

３）検査体制の強化、拡充について 

① 小中学校、学童クラブ、保育所（園）や幼稚園などの子どもの施設にお

いて、教職員の定期的なＰＣＲ検査を実施すること。また、上記の施設を利

用する子どもの定期的なＰＣＲ検査の実施を国、都に要望すること。 

② 東京都が市内ドラッグストアなどで行っているＰＣＲ等検査無料化事

業について、期間の延長、検査箇所数の増設などを求めること。また、実施

する市内の実施場所を市ホームページに転載するなど、市民に周知すること。 

③ 学校、保育所（園）や学童クラブ等で陽性が発覚した場合、施設に関係

するすべての希望者（保護者も含む）に対する無料 PCR 検査を実施するこ

と。 

④ 保育所（園）が休所（園）の場合、仕事を休めない保護者の子どもを預

かる体制の整備など、自治体として保育の実施責任を果たすこと。 

⑤ 希望する市民が、無料で受けられる PCR など検査スポットを市として設

置すること。その際、事業者などの協力を得ることも検討すること。 

 

４）市民の暮らし、営業継続のための支援強化について 

① 困窮している中小事業者や市民に対して市独自の支援を行うこと。 

② 国の臨時特例給付金の給付対象世帯と同じ世帯所得であるにも関わら

ず、給付対象外となった世帯へ給付金を支給すること。 

③ 子ども臨時特例給付金については、昨年 9月以降に離婚した世帯や DV被

害者などに給付が届かないことがないよう、制度の主旨に従い適切に保護者

に給付するようにすること。 

 

５）その他 

コロナ対応の最前線の医療である都立・公社病院の独立行政法人化を中止す

るように市として意見を東京都にあげること。 

 


